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日本工業規格 



JIS 



ロータ リク リ ッ パー 試験 及び 検査 方法 B 6595 1991 

(1997 確認） 

Rotary clippers ― Test and inspection methods 

1, 適用 範囲 この 规格 は， ナイ フ取付 面の 長さ 力 可 100 mm 以上 3350 mm 以下の ロータ リ ク リ ツバの 機能， 運転 性 
能 及び 剛性に 関する 試験 方法 並びに 静的 精度 及び 工作 精度 検査 方法に ついて 规定 する。 

備考 1. ロータ リク リッパと は， 回転す る 水平な 円筒に 取り付けられた 刃物に より， 単 板 を 一定の 寸法に 切断す 
る 機械 をい う （JIS B 01.14 参照）。 

2. この 規格の 引用 規格 を， 次に 示す。 

JIS B 0114 木材 加工 機械の 名称に 関する 用語 
JIS B 6507 木材 加工 機械の 安全 通則 

JIS B 6521 木材 加工 機械の 騒音 測定 方法 . 

3. この 規格の 中で { } を 付けて 示して ある 単位 及び 数値 は， 従来 単位に よる ものであって， 参考と して 
併記した ものである。 

2. 機能 試験 方法 ロータ リク リッパの 機能 試験 は， 表 1 による。 



表 1 機能 試験 



番号 


試験 項目 


試験 方法 


1 


電気装置 


運転 試験の 前後に， 各 1 回絶緣 状態 を 試験す る。 


2 


ナイ フ ロールの 始動， 
停止 及び 運転 操作 


適当な 一つの ナイフ ロール 回転 速度で， 始動 及び 停止 を 繰返し 10 回 行い， 作動の 円滑 さ 及び 
確実 さ を 試験す る。 


3 


ナイ フ ロール 回転 速度 
の 変換 操作 


表示の すべての ナイフ ロール 回転 速度， 無 段娈速 式の もの は 最低， 中間 及び 最高の 三つの 回 
転 速度に ついて 速度 を 変換し， 操作 装置の 作動の 円滑 さ 及び 指示の 確実 さ を 試験す る。 


4, 


'送り 装置の 始動， 停止 
及び 運転 操作 


適当な一 つの 送り 速度で， 始動 及び 停止 を 繰返し 10 回 行い， 作動の 円滑 さ 及び 確実 さ を 試験 

する。 ， 


5 


送 り 速度の 変換 操作 


表示の すべての 送り 速度， 無 段 変速 式の もの は 最低， 中間 及び 最高の 三つの 送り 速度に つい 
て 速度 を 変換し， 操作 装置の 作動の 円滑 さ 及び 指示の 確実 さ を 試験す る。 


6 


ナイフの 取 付け 及び 取 
外し 


ナイ フの取 付け 及び 取 外し 並びに 締付け ねじの 締付け の 円滑 さ 及び 確実 さ を 試験す る。 




自動 又は 手動の 切断 装 
置の 操作 


自 動 又 は 手動 時 の 切断 装置の 作動の 円 滑 さ 及 び 確実 さ を 試験す る 。 
また， 自動， 手動の 切換え 操作の 滑 さ 及び 確実 さ を 試験す る。 


8 


安全装置 


作業 者に 対する 安全 機能 及び 機械 防護 機能の 確実 さ を 試験す る は历 B 6507 参照）。 


9 


潤 沿 装置 


油密， 油 量の 適正な 配分な ど， 機能の 確実 さ を 試験す る。 


10 


空気 圧 装置 


気密， 圧力 調整な ど， 機能の 確実 さ を 試験す る。 


11 


附属 装置 


機能の 確実 さ を 試験す る。 



備考 その 機能 を もたない ロータ リ ク リ ッパ では， 表 1 中の これに 該当する 試験 項目 を 省略す る。 



B 6595-1991 
3. 運転 試験 方法 

3.1 無 負荷 運転 試験 ナイフ ロール 及び アン ビル ロール を 回転 させ， 30〜60 分 間 運転 を 継続して 軸受 温 度が 安定し 
た 後， 所要 電力 及び 騒音 を 測定し， 表 2 の 記録 様式 1 に 規定す る 各項に ついて 記録 するとと もに， 異常 振動がない こ 
と を 感触に よって 観察す る。 
なお， 騒音の 測定 は， JIS B 6521 による。 



表 2 記録 様式 1 



番号 


測定 
時刻 

時分 


ナイ フロー 
ル 回転 速度 

r/ 匪 ii 
ド P m } 


軸受 温度 °c 


作動 空気 
圧力 

MPa 

{kgf/cm 2 } 


所要 電力 


騒音 

dB 

(A) 


室温 
°C 


記事 


ナイ フロー 
ノレ 


アン ビ ノレ 口 
—ノレ 


電圧 
V 


A 


入力 
kW 


衣/ r く 


実測 


左 


右 


左 


右 































































備考 1. ナイフ ロール 及び アン ビル ロールの 変速装置が ある もの は， 最大 周 速度 を 含む 少なくとも 

2 条件の 回転 速度に ついて 記録す る。 
2. 騒音 測定 条件 は， 記事 欄に 記録す る。 



3.2 負荷 運転 試験 試験 材の 切断 を 行い， 所要 電力 及び 騒音 を 測定し， 表 3 の 記録 様式 2 に 規定す る 各項に ついて 記 

録 するとと もに， 異常 振動がない こと 及び 切断面の 状態 を 感触に よって 観察す る。 

戸;? 要 電力の 測定 は， 送り 速度 を 一定と し， 試験 材の 厚さ を 変える か， 又は 試験 材の 厚さ を 一定と し， 送り 速度 を 変 
えて 試験 を 行う。 

なお， 騒音の 測定 は， JIS B 6521 による。 



表 3 記録 様式 2 



番" 7 T 


試験 材 


ナイフ 


ァ ン ビ ノレ ロール 


切断 条件 


作動 空気 
圧力 

MPa 

{kgf/cm 2 } 


所要 電力 


騒音 

dB 

(A) 


1 f^te ^ 1 


記事 


寸法 


樹 
樋 


含 
水 
率 

% 


寸法 


物 
角 


刃 

の 
材 
料 


ナイ 
フ取 
付 状 
態 


寸法 


材 
料 


硬 
度 


送り 
速度 

m/ 
min 


設定 
切断 
長さ 

mm 


霄 
圧 

V 


電 
流 

A 


入力 


さ 
mm 


幅 
mm 


厚 
さ 

mm 


長 
さ 

mm 


幅 
mm 


厚 
さ 

mm 


長 
さ 

mm 


直 
怪 

mm 


無 負 
荷 

kW 


負荷 
Pi 

kW 






























































ソ、 


ノ、 











































備考 騒咅 測定 条件 は， 記事 欄に 記録す る。 



4- 剛性 試験 方法 ロータ リク リッパの 剛性 試験 は， 表 4 による。 
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表 4 剛性 試験 



番号 


試験 項目 


ふ 測定 方法 


測定 方法 図 


1 


ナイ フ ロールの 曲げ 
剛性 


ナイフ ロールの 中央部に， 定置し 
た テスト インジケータ を 当てて， 
ナイ フ ロールに 直角 方向の 荷重 
(P) を 加えて ひ）， ナイ フ ロール 
のた わみ を 測定す る。 

この 測定 は， 互いに 90。 をな す 2 方 
向に ついて 荷重 を 力 口 えて 行 う 。 


P 


屮 



注 ひ） 荷重 を 加える 位置 は， できるだけ ナイフ ロールの 中央と し， その ナイフ ロール 固定 端 
からの 距離 を 記録す る。 



備考 1. 同一 設計の 機械の 剛性 試験 は， 代表的な 1 台に ついて 行った 試験 結果で 代表 させ， 他 
の ものに ついては 省略しても よい。 

2. 荷重 （^の 大きさ は， 製造業 者が 推奨す る 値と し， その 値 を 記録す る。 

3. この 測定 は， ナイフ ロール を 回転 させ， 軸受 温度が 安定した 後に 行う。 



5. 静的 精度 検査 方法 ロータ リ ク リ ツバの 静的 精度 検査 は， 表 5 による。 

表 5 静的 精度 検査 単位 mm 



番号 


検査 項目 


測定 方法 


測定 方法 図 


許容 値 


1 


ナイフ 取 付 面の 真直 
度 


ナイ フ取付 面 ひ） 上の 長 手 方向に 
直 定規 を 置き， すきま をす きま ゲ 
ージで 測定し， その 最大値 を 測定 
値と する。 




1 000 について 
0.03 


2 


アン ビル ロールの 円 
筒 度 


軸 を 含み， 互いに 直角な 二つの 平 
面 内に おいて それぞれ 測定し た ァ 
ン ビル ロールの 直径の 最大 差のう 
ち， 大きい 値 一 を 測定値と する。 
この 測定 箇所 は， アン ビル ロール 
の 少な く と も 中央 及び 両端 ひ） の 
3 か 所以 上と する。 




1 i 1 
f f f 




0.10 


3 


アン ビ ノレ ロールの 振 
れ 


アン ビル ロールの 外周 面に テス ト 
インジ ケ一タ を 当てて， アン ビル 
ロール を 手動で 回転し， 回転 中に 
おける テス トイ ンジケ 一夕の 読み 
の 最大 差 を 測定値と する。 
この 測 5£ は， アン ビル ロールの 中 
央 及び 両端 （ 3 ) の 3 か 所に ついて 
行う 。 


* 。 * 




-3 


0.10 



注 （ 2 ) この 測定 は， 水平面と 垂直 面と について 行う。 ただし， 構造に よって は 垂直 面 を 行わなくても よい。 

( 3 ) "だれ" め 部分 を 避けて 測定す る。 

備考 その 機能 を もたない ロータ リク リッパで は， 表 5 中の これに 該当する 検査 項 @ を 省略す る。 



6。 工作 精度 検査 方法 ロータ リク リ ッ パの 工作 精度 検查 は， 表 6 に よ る。 
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表 6 工作 精度 検査 


単位 mm 


1- チ丄 
W 7 フ 


^-^IctS 日 

ix^r-^M 日 






1 


自動 切断 長さの ばら 
つ き 


試験 材ひ） を 一定 速度で 送り込 
み， 少なくとも 10 枚 以上 自動 切断 
し， 切断 長さ を 鋼製 卷 尺で それ ぞ 
れ 測定し， その 最大 差 を 測定値と 
する。 


r , 毎分 送り込み 長さ 

け 6 000 



注 (り 試験 材は， 連続した 単 板と し， 割れな どがない 良好な もの （生 単 板で もよ い） とする。 



関連 規格 JIS B 6501 木材 加工 機械の 試験 方法 通則 

JIS Z 8203 国際 単位 系 （SI) 及び その 使い方 
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JIS B 6595 腿 



ロータ リク リッパー 試験 及び 検査 方法 解 説 



この 解説 は， 本体に 規定した 事柄 及び これに 関連した 事柄 を 説明す る もので， 規格の 一部で はない。 

1. 制定の 趣旨 及び 経緯 旧規 格 はべ ニヤ クリ ッノ、 °と して 昭和 42 年 （1967 年） 2 月に 制定され， 昭和 50 年 12 月に 改正 さ 

れて 以来 15 年余 を 経過して いるた め， 現状の 製品の 変化に 対応す る 必要が 出て きた ことな どに よって， 今回の 改正と 
なった ものである。 

なお， 昭和 60 年 （1985 年） 度に 社団法人 全国 木工 機械工業 会が 実施した" 木材 加工 機械に 関する JIS 規格 体系 調査" 
の 結果で も， この 規格 は 改正が 必要と 判定され たため， 平成 元年 （1989 年） 度に 改正 原案 を 作成した ものである こと 
を 付記す る。 

ところで， 旧規 格の ベニヤ ク リ ツバ は 現状で は 合板 製造工程 中 大きな 部門 を 占める 調 板 工程で， ベニヤ コンポ 一 ザ 
又はべ ニヤ エッジ ダルアな どと 一体 となって 各 メーカが それ ぞれの 特許 を 取得 した 製 品 に 変貌 してお り， 従来の ォ一 
ト クリ ッノ、 。は ほとんど 製造され なく なって いるので， ベニヤ コンポ ジン グの調 板 機械の 新しい 規格が 要望され ている 
との 意見が 多かった。 しかし， 新規 格 を 制定す るた めに は 種々 の 問題が あり， 短期間で 原案 作成 は 不可能との 結論に 
達し， 次の 機会 を 待つ ことにな り， ク リ ツバの 中で 現在 も 造られて いる ロータ リ ク リ ツバに ついての 规格を 残す こ と 
となり， 同じ JIS 番号で ロータ リ ク リ ツバと して 新たに 制定す る ことにな つた ものである。 

2. 主な 改正 点 

(1) 適用 範囲 ナイフ 取 付 面の 長さが 1 100 mm 以上 3 350 mm 以下の 口一 タリ ク リッパの 機能， 運転 性能 及び 剛性 
に関する 試験 方法 並びに 静的 精度 及び 工作 精度 検査に ついて 規定す る こと と し， 旧規 格の ベニヤ ク リ ッパを 参 
照しながら， 以下の 項目 を 整備した。 

(2) 機能 試験 方法 試験 項目 は 11 項目と し， ナイフ ロール， 送り 装置 及び ナイフの 取 付け， 取 外しな ど を 中心に 整 

備 した。 

(3) 運転 試験 方法 無 負荷 運転 試験と 負荷 運転 試験と に 分け， シャ カツ 卜の 旧规 格に 対して アン ビル カツ 卜に つい 
ての 内容 を も つ た 記録 様式 を 作成した。 

(4) 剛性 試験 方法 他の 木材 加工 機械 関係 JIS になら つて， ナイフ ロールの 曲げ 剛性に ついての 測定 方法 を 示し 
た。 

(5) 静的 精度 検査 方法 ナイフ 取 付 面の 真直 度， アン ビル ロールの 円筒 度 及び 振れの 検査 項目 を 設けた。 



(6) 工作 精度 検査 方法 旧規 格と 同様に 自動 切断 長さの ばらつきの 検査 項目 を 採り あげ， 送り込まれる ベニヤ （単 
板） の 性状が 安定し ないた め， 従来の よ う に 許容 値と して は 厳し く ない 値と した。 



解 
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JIS 原案 作成 委員会 委員 構成 表 

氏名 所属 



林 


大九郎 


東京 農業 大学 農学部 


木 下 


敍 


幸 


林野庁 森林 総合 研究所 


伊佐山 


建 


志 


通商産業省 機械 情報産業 局 


1-1 田 


藤 


夫 


工業技術 院 標準 部 


池 田 


順 




財団法人 日本規格協会 


可 西 


巾 
^ゝ 


雄 


ュ アサ 建材 工業 株式会社 


田 中 


哲 


郎 


ホクョ 一プライ ゥッ ド 株式会社 


小田嶋 


輝 


夫 


曰 本 合板 工業 組合 連合会 


櫻 井 




昭 


開 成 産業 株式会社 


大 友 


静 


正 


株式会社 ゥロコ 製作所 


川 端 


や： 


之 


株式会社 菊 川 鉄工所 


高 井 


正 


弘 


株式会社 太平 製作所 


大 川 




勝 


橋 本 電機 工業 株式会社 企画室 


正 木 


康 


夫 


南 機械 株式会社 製造 部 


坂 本 


亚 
曰 




株式会社 名 南 製作所 


村 上 




勝 


社団法人 全国 木工 機械工業 会 


雨 宮 


礼 




社団法人 全国 木工 機械工業 会 業務 部 技術 課 


佐久間 




雄 


社団法人 全国 木工 機械工業 会 業務 部 業務 課 



解 2. 



J1S 規格 票の 正^ 票が 発行され た 場合 は. 下記の 要領で ご 案内いた します。 

( 1 ) 当 協会 発行の 月刊お" 樣準化 ジャーナル'' に， 正 ' 誤の 内容 を揭 載いた します。 

(2) 毎月 第 3 火! {JS に， 産 ^新聞" 及び" 日刊 工業 新 KT の 行の 広告 憫で， 正^ 系が 
発行され た JIS 規格 番号 及び 規格 名称 をお 知らせいた します。 

正 K 系 を ご 希望の 方 は， 下記 （普及） へ ご連絡 顶 ければ ご 送付いた します。 

なお， 当 bft 会の J1S 予約者の 方に は， 予 ft されて いる 部門で 正 K 票が 発行され た 場合 は 自動的に 
お送り 致します。 
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